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令和７年１０月１日

ＮＯ ４２０号

本庄地区公民館

６７４－３３０２

公民館報

●日 時 １０月２７日（月）午前９時３０分から１２時００分

●集合場所 本庄地区公民館

●持ち物 リュックなどに、タオル、帽子、飲み物、クマ鈴

天候によっては雨具（折り畳み傘、雨かっぱ）

●服 装 履き慣れた靴、動きやすく脱ぎ着しやすい服装

防寒着も忘れずに！

●参加料 無料

●申込み １０月２１日（火）まで

本庄地区公民館（℡６７４－３３０２）へ

◇問い合わせは◇市役所健康推進課℡６７２－１１１１内線１６４

■健康ポイント対象事業■
かみのやま健康ポイント参加者には２０ポイント

付与します。活動量計を忘れずにお持ち下さい。

とても素敵な発見が

あるかもね！



右とじが欲しい方は地区公民館までご連絡下さい （２）

本庄郷ふるさとづくり協議会で取り組んでいる

「三宿交流会事業」に、1１名で参加してきま

した。片倉鉄砲隊の号砲を合図に出発し、七ヶ

宿スキー場から七ヶ宿町役場までの約1２㎞の

道のりを、自分のペースで歩き自然を満喫しま

した。道中では、キュウリ漬け･冷たい麦茶･メ

ロン･スイカ･梨･ブドウ･岩魚の塩焼きなど多数

のおもてなしを楽しみました。お殿様･お姫様

一行のお出迎えや岩魚の放流などイベントもあ

り有意義な時間でした。汗ばむ陽気で熱中症に

注意しながら、楽しく歩くことができました。

参加された皆さん大変お疲れ様でした。

地区会長会と本庄郷ふるさとづくり

協議会地域環境小委員会の合同で開

催されました。施設の処理方式や管

理状況の説明と現場を視察してきま

した。今年も本庄造林財産区の山に

行き、今の現状を確認してきました。

年1回の視察ですが、地域全体で環

境に対する関心や問題意識を持ち続

けることが大切です。

８月２４日（日）

９月１日（月）

【造林財産区の山】
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峠道の草刈り作業と保全活動を行いま

した。誰が来ても歩きやすくなればと

開催されました。本庄地区会長会･本

庄郷ふるさとづくり協議会の皆さん、

早朝より草刈り作業大変お疲れ様でし

た。ありがとうございました。

県外研修で《湯沢市の伝統と文化にふれあう

旅♪》のテーマで、【石孫本店】味噌と醤油の

仕込み工程に沿って麹室･熟成蔵の木桶などを

はじめ、昔ながらの道具類などの説明を聞き

蔵内を見学してきました。【川連漆器伝統工芸

館】八百年に及ぶ歴史を裏付ける、文献や資

料、実際の工具･道具などの膨大な資料を見て、

触れて過去から現在までの名品の事を知るこ

とができました。昼食後は【雄勝郡会議事堂

記念館】明治時代の洋風官衙建築がとても素

敵で、雅やかな絵どうろう８基も見学してき

ました。とても有意義で楽しい時間を過ごす

ことができ、皆さんニコニコ笑顔で満足して

帰路につきました。

９月９日（火）【秋田県】

９月７日（日）

雄勝郡会議事堂記念館前にて

歴史資料館を見学・お買い物

二種三味で味比べしながら美味しい昼食に大満足！

説明を聞きながら蔵内見学･お買い物
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4日(土)宮川小学校「運動会」

〃 主事体育委員会懇親会

9日(木)宮川中学校「運動会」

15日(水)ほんじょう街道くらぶ「一日研修」※

18日(土)ウォークラリー大会「前日準備」

19日(日)第2回羽州街道謎解き歩きウォークラリー大会

21日(火)本庄地区会長会と民生児童委員との芋煮会

22日(水)本庄地区子ども育成連絡協議会「常任委員会」

27日(月)クアオルト毎日ウォーキング「松沢コース」

※15日(水)公民館は留守になります。

※状況により中止又は内容を変更する場合がありますので予めご了承ください

連日のようにクマ出没のニュースを耳にすることが多

くなったと思います。秋は冬眠に備えてエサを求め、

行動がより活発になります。今年のブナの実りは凶作

となっておりますので、山登りやキノコ採りなどで山

林に入る方も増え、キノコを探すのに夢中で周囲への

注意が散漫になると、クマと遭遇する危険性が高まり

ます。行き慣れた山・田畑・果樹園に行く時は複数で

行動し、クマよけの鈴や笛・ラジオなど音の出る物で、

人の存在を知らせる対策をして下さい。エサが豊富な

人里に出没する危険もありますので注意して下さい。

季節の変わり目は、感染症に注意が必要

です。手洗い、うがい、アルコール消毒、

不織布マスク着用（感染拡大防止策とし

て）、こまめに換気をし、大切な人と自分

自身を守るためにも念には念をいれ予防

を心がけましょう。


